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1 は じ め に

卵黄及び卵自の平均的な栄養固形含有率はそれぞれ525

%及びH5%で ある。卵黄を 2個有する二黄卵は,栄養的
にみて価値の高いものといえる。また二つの卵黄を視覚的

にとらえることができるので,目玉焼き,ポーチ ドエッグ

など卵をそのまま使う料理ではユニークな形を生かすこと

ができる。通常の卵に比較し卵黄・卵自比が高いことから

厚焼き卵,オムレツ.ス ポンジケーキ等に二黄卵を使うと

色の良い,品質的に優れた製品を作ることができる。さら

にカスタードクリーム,マ ヨネーズなど卵黄のみを使う加

工品では通常の卵より安価に作ることができる。

品質が優れる二黄卵は通常の卵の15～17倍の価格で売

れるため,採卵養鶏の収益性を向上させる。しかし二黄卵

は産卵初期しか見ることができず,その発生率も生後 1年

間で約15%以下と低い。このため二黄卵を多発する鶏種

や発生を促進する飼養官理技術の検討が必要となっている。

そこで、本報では飼養管理技術が二黄卵発生率に及ぼす

影響を明らかにするため,栄養水準及び飼料給与法につい

て検討した。

2試 験 方 法

(D 供試鶏及び試験期間

供試鶏は1992年 7月 22日孵化の青森県畜産試験場五戸支

場造成の二黄卵多発自色レグホーン種120羽 ,試験期間は

5%産卵到達日の1992年 11月 30日 (131日 齢)か ら1993年

10月 15日 (450日齢)ま でである。

2)試験区分及び供試羽数
試験区分は表 1に示した。栄養水準 2水準,飼料給与法

2水準を設定した。

栄養水準については高蛋自質飼料 CP17 5%,ME2,840

kca1/聴)と低蛋自質飼料 (CP16 0%,ME2,800kca1/

kg)給与区,飼料給与法については自由摂取と絶食区であ

る。自由摂取区は全期間不断給餌を行い,絶食区は5%産

卵到達日 (131日齢)か ら絶食開始時体重の25%の体重減

少を目標に絶食させ,その後不断給餌とした。

3)飼養管理
供試鶏は開放鶏舎の間口18m単飼ケージに収容した。光

線管理は自然日長とあわせて14時間一定点灯とした。その

他飼養管理は当場慣行法にしたがつた。

(41 調査方法及び統計分析

140日齢から450日 齢の間,週 2日ずつ生産卵の観察によ

り二黄卵調査を行った。二黄卵発生率は二黄卵を含めた全

産卵数に対する二黄卵数の百分率とした。卵黄生産率は延

べ羽数に対する全卵黄数の百分率とした。卵重は150日 齢

から30日 ごとに2日分の全生産卵を秤量するとともに,300

日齢前後5日 間に生産された単黄卵を個体別に 3卵まで秤

量した。

統計的有意性の検定は個体測定値が採れた形質について

は栄養水準と飼料給与法を要因とする2因子最小二乗分散

分析法,二黄卵発生率及び生存率はχ
2検定を行った。

3 試験結果及び考察

(D 絶食期間中の体重の変化

絶食期間中の体重の変化は表 2に示した。 2区,4区は
ともに9日 間の絶食で体重減少率が約25%になった。

表 2 絶食期間中の体重の変化 1)
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注 1):平均値±標準偏差

2)生産性
供試鶏の生産性は表 3に示した。

1)生存率は要因平均値間に有意差がなかった。
2)50%産卵日齢では高蛋自区と低蛋自区は差がなかっ

た。絶食区は160日 と自由摂取区より16日遅れた。

3)ヘ ンディ産卵率及び卵黄生産率では,低蛋自区は

高蛋白区より高く,ま た絶食区は自由摂取区より高い傾向

があった。なお卵黄生産率はヘンディ産卵率より10%程度

高い値であった。
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表 1 試験区分
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表3 生産性 (131日 齢～450日 齢)
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2):卵黄数の延べ羽数に対する百分率

4)平均卵重は単黄卵及び二黄卵とも高蛋自区は低蛋    表5 二黄卵発生率 (%)
自区よりやや重く,絶食区は自由摂取区より重い傾向があっ

た。

5)飼料日量は,低蛋自区は高蛋自区よりやや多く,
絶食区は自由摂取区より多い傾向があった。

6)産卵日量は,高蛋自区と低蛋自区は差がなかった。
絶食区は自由摂取区より多い傾向があった。

7)飼料要求率は,高蛋自区と低蛋白区は差がなかっ
た。絶食区は自由摂取区より優れる傾向があった。

8)体重及び卵重は,表 4に示した。
131日齢体重は高蛋白区と低蛋自区の間には有意差がな

かったが,絶食区は自由摂取区より有意に軽かった。これ

は標本抽出誤差によるものである。300日 齢体重は高蛋自

表4 体重及び卵重 1)
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区と低蛋自区の間,絶食区と低蛋白区の問いずれにも有意

差がなかった。300日 齢卵重は高蛋自区と低蛋自区の間に

は有意差がなかったが,絶食区は自由摂取区より有意に重

かった。

13)二黄卵発生率

二黄卵発生率は表 5に示した。140日齢から450日 齢の間

で高蛋自区と低蛋自区は有意差がなかった。絶食区は自由

摂取区より有意に高かった。

以上の結果,栄養水準は初産日齢及び二黄卵発生率に影
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響を与えず,ヘ ンディ産卵率に若千の影響を与えた。一方,

初産時の絶食処理は初産を著しく遅らせ,その後の産卵強

度を高めヘンディ産卵率を自由摂取区より高くするととも

に,二黄llS発生率も高めた。

これらのことは初産を遅らせ,その後の産卵強度を高め

る飼養管理技術が二黄卵系の二黄卵発生率を高める可能性

があることを示唆している。

4 ま と め

飼養管理技術が二黄卵発生に及ぼす影響を明かにするた

め,二黄卵多発自色レグホーン種 (二黄卵系)を供試 し,
栄養水準及び飼料給与法について検討した。その結果の概

要は次のとおりである。

(1)50%産卵日齢は高蛋白区と低蛋自区間に差がなかっ

た。

絶食区は自由摂取区より16日遅れた。

2)ヘ ンディ産卵率及び卵黄生産率は低蛋自区が高蛋自
区より高く,絶食区は自由摂取区より高い傾向にあつた。

(3)二黄卵発生率は高蛋自区と低蛋自区間に有意差がな

かった。絶食区は自由禄取区より有意に高かった。

以上の結果から,初産を遅らせ,その後の産卵強度を高

める飼養管理技術は二黄卵系の二黄卵発生率を高める可能

性が示された。
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